
 
 

 

 

 

 

令和６年能登半島地震に対する義援金について 

 

 

令和６年１月 15日に既報の尼崎市議会における令和６年能登半島地震に対する義援

金について、次のとおり本日、振り込みを完了した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上   

令和６年１月 22 日 

所 属 議会事務局総務課 

所属長 片岡 理恵 

電 話 06－6489－6103 

尼崎市議会として、議員４１人の個人拠出により、５０万円を義援金と

して送付する。なお、この５０万円については、各議員５千円として合計

２０万５千円を負担していただき、残りの２９万５千円を議員互助会から

支出することとする。 

また、「令和６年能登半島地震兵庫県義援金募集委員会」が設立され、１

月５日付けで義援金口座が開設されたことから、同口座を通じて被災地に

義援金を送付する。 



令和６年能登半島地震に関する議長メッセージ（尼崎市議会 HP に掲載予定） 

 

１月１日に発生した「令和６年能登半島地震」により、犠牲となられた方々に

哀悼の意を表しますとともに、被災された全ての皆様にお見舞いを申し上げま

す。そして、被災地の皆様方が、一日も早く、安心して生活出来る環境となるこ

とを心よりお祈りしております。 

  

 この度、尼崎市議会は、被災地支援に役立てていただく為、議員全員（４１人）

の個人拠出により、１月２２日付けで、「令和６年能登半島地震兵庫県義援金募

集委員会」に義援金を送付いたしました。 

 

 本市議会といたしましても、今後も、市当局と連携し、被災地の一日も早い復

旧・復興に向け、尽力してまいります。 

 

令和６年１月２２日 

尼崎市議会議長 福島 さとり 

 


